


マンガでわかる健康経営 

自社の課題と成果って？
マンガを解説

健康経営 成功のPOINT！
「健康経営」を成功させるタイプ別診断

自己評価 編

     健康経営チェックリスト
「健康経営」を成功させるタイプ別診断

診断・アドバイス 編

【ポイント解説】

経営理念のポイント 
組織体制のポイント
企画・評価・改善のポイント
制度・施策実行のポイント

【ホワイト500認定企業事例】

オリンパス株式会社
株式会社メタルワン

森晃爾先生に聞く「健康経営」成功の鍵

課題設定と継続的な評価改善が
「健康経営」の成功につながります

用語解説
※「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。
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「マンガでわかる健康経営　自社の課題と成果って？」をお読みになって、
健康経営を進めるうえで陥りがちな失敗や注意点がおわかりいただけたと思います。

さらに詳しいポイントについておさらいしていきましょう。

 健康経営は誰のためのもの？ 何のためのもの？ 

 職場を理解し、課題・ニーズを把握しよう 

健康経営は“社員の健康を前提に企業の安定的発展を目

指す仕組み ”です。山内さんの会社の社長が「業績を上

げるために必要」だと考えているのは、社員の健康やモ

チベーションが上がることで、生産性向上や対外的なイ

メージアップなどの経営的メリットを期待してのことでしょ

う。

しかし、最初の取り組みでは、社員から「なんであんな

ことしなきゃいけないの？」という不満の声が上がったり、

上司から成果を出せと言われたり、あまりうまくいってい

ない様子。何がいけなかったのでしょうか。タイプ別診断

で明らかになったのは「課題を明確にすること」でした。

社員のためでもあり、
企業（経営）のためでもあります

まずは職場の健康課題を
把握することが第一歩です
健康経営で大切なのは「その企業の健康課題は何か」と

いう視点です。

山内さんは他社の成功事例を自社にもあてはめようとしま

したが、事業内容や職場環境、働く人が違えば、職場の

課題はさまざまです。また、営業職、事務職、工場勤務

などの職種や働き方、働く地域、年齢、性別によっても

健康へのニーズは異なるのです。

森先生が指摘したように、健診・検診データやストレス

チェックの結果のほか、専門職・上司による面談、アンケー

ト調査などから課題が見つけられます。いろいろな方法

を用いて、職場の課題を洗い出しましょう。

マンガを
解説

健康経営 成功のPOINT！
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根本的な課題を見極めよう

 評価指標と目標値を企画段階で決めよう 

「何を解決すれば成果が出るのか」の
視点を持ちましょう

“目標達成のため”の
企画と施策実施が必要です

1 つの健康課題を認識したとき、その課題の背景に別の

根本的課題が潜んでいることがあります。

山内さんの会社では、「食生活が乱れている」という課題

が見出されましたが、食生活改善施策ではあまり効果を

得られませんでした。実は、課題の根本には「残業が多

くて規則正しい時間に食事がとれない」という潜在的ニー

ズがありそうです。

表層だけを捉えず、どうしたら職場の健康課題が解決で

きるのか、何が問題となっているのかを見極めましょう。

1人で考え込まず、社員に直接話を聞いてみてもよいで

しょう。

山内さんは、上司から「明確な成果」を求められて困っ

てしまいました。健康経営の成果を出すにはどうしたらよ

いのでしょうか。

実は、「健康経営の成果」は、企画段階で目標を設定し

なければ、明確な評価ができません。健康課題を抽出し

たときに、その課題に対してどんな結果を出したいのか

という「目標」があるはずです。それを具体的な目標値

として設定しましょう。

目標値があれば、それを測定するための評価指標はすぐ

にわかります。成果を得るために、明確な目標設定を心

がけましょう。

次のページから、いよいよ自己診断！！ 実際のチェックリストを使ってタイプ別診断をしてみましょう

山内さんの会社でも
課題になった

「企画・評価・改善」の
より詳しい解説はP20へ
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右の評価表の「評価」欄に、
「評価の仕方」に基づきA～
Cで評価してご記入ください。

STEP 03

評価表

STEP 04

「成果が見えにくい」「自社のやり方は合っているの？」など、さまざまな悩みを
抱える方が多い「健康経営」。あなたの会社の取り組み方のよい点、

改善が必要な点をチェックシートで明確にし、タイプ別に診断してみましょう。

「健康経営」を成功させる
タイプ別診断

あなた
の会社

は

何タイプ
？

左ページにあるチェックリストの19項目について、0～2点で採点し、項目ごとに合計点を　　内にご記入ください。

STEP 01

下記の評価表の「チェックリストの点数」欄に、STEP 01で出した合計点をご記入ください。

STEP 02

自己評価 編

満点 チェックリスト
の点数 評価 評価の仕方

経営理念 6 A：3～6点
B：1～2点

組織体制 14 A：8～14点
B：1～7点

企画・
評価・改善 12 A：6～12点

B：1～5点

制度・
施策実行 6 A：5～6点

B：1～4点

右の診断シートに、STEP 03で出したA
～Cの評価を、下の記入例を参考に記入
してください。

記入例

経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

診断シート

経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

すべての項目におけるC：0点
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「健康経営」を成功させる タイプ別診断

経営理念 組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行 合計

経
営
理
念

1 経営トップ自らが健康習慣に取り組み、そのことを社内に情報発信していますか？

2 自社の健康経営の方針や取り組みについて明文化し、社内に周知していますか？

3 健康経営の目的や体制、取り組み内容や成果などを社外に公開していますか？

組
織
体
制

4
全社における従業員の健康保持・増進の最高責任者には担当役員以上をおい
ていますか？（おいていれば2点、そうでなければ0点とご回答ください）

5
取締役会や経営会議など、経営レベルの会議で健康経営に関する内容を議題
にしていますか？

6
従業員の健康保持・増進の課題・方針・役割分担などについて、健康保険組合
などの保険者と年に1回以上会議を開催していますか？

7
従業員の健康保持・増進の実施に際して、労働組合や従業員代表などの従業
員組織と協議し、意見の収集などを行っていますか？

8 管理職に対して、従業員の健康保持・増進施策について教育を実施していますか？

9
産業保健スタッフ（常勤・もしくは非常勤）を確保できていますか？
（確保できていれば2点、そうでなければ0点とご回答ください）

10
産業保健スタッフが健康施策の課題や企画の協議、効果検証に関与しています
か？

企
画
・
評
価
・
改
善

11
健康診断データ・ストレスチェックデータや面談データなどに基づいて健康課題
を明確にしたうえで、健康施策を企画・実施していますか？

12 健康施策に対する具体的な数値目標を定めていますか？

13
健康施策全体について、医療費の適正化や生産性向上などの経済的効果と結
び付けて議論していますか？

健康施策を評価・改善するために下記❶～❸を収集・測定していますか？（健康施策
を複数行っている場合は、メインで実施している健康施策についてお答えください。）

14 ❶参加者の満足度など、健康施策の内容についての参加者からの評価

15 ❷施策の実施状況（参加率・達成率など）

16 ❸従業員の健康・ストレス状況や生活習慣の改善状況などへの定量的な効果

制
度
・
施
策
実
行

A  健康施策の選択肢の中から貴社で注力している健康施策を上位から最大3つお選
びください。また、選んだ各健康施策が B対象とする従業員の割合について、該当す
る回答の点数をご記入ください。

17 1番目に注力している健康施策

A B18 2番目に注力している健康施策

19 3番目に注力している健康施策

2点 … すべてにおいて（毎回）できている
1点 … 一部できている（できているが不十分）
0点 … まったくできていない健康経営チェックリスト

A 健康施策の選択肢
 A 生活習慣病などの疾病の重症化予防
 B 食生活改善に向けた具体的支援（研修・情報提供を除く）
 C 運動習慣の定着に向けた具体的支援（研修・情報提供を除く）
 D メンタルヘルス不調などのストレス関連疾患の発生予防や早期発見・対応
 E 肩こり、腰痛など筋骨格系の症状による従業員の生産性低下防止・事故発生予防
 F 睡眠不足による従業員の生産性低下防止・事故発生予防
 G 休職後の職場復帰、就業と治療の両立支援
 H 労働時間の適正化、ワークライフバランスの確保のための制度や施策
 I 一定の基準を超えた長時間労働者に対しての対応策
 J 従業員に向けた健康保持・増進やメンタルヘルスに関する教育
 K 受動喫煙対策
 L コミュニケーション促進に向けた組織としての具体的な取り組み
 M その他

B  対象とする従業員の割合
■従業員ほぼ全員が対象（正規・非正
規社員を含め80％以上）：2点

■従業員の一部のみが対象（正規・非
正規社員を含め80％未満）：1点

■健康施策を行っていない：0点
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経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

こ
れ
か
ら
に
期
待

現
場
フ
ラ
イ
ン
グ
気
味

ト
ッ
プ
・
担
当
者
先
走
り

●「
経
営
理
念
」「
組
織
体
制
」が
高
め

●「
企
画
・
評
価
・
改
善
」「
制
度
・
施
策
実
行
」

が
低
め

●「
経
営
理
念
」と「
組
織
体
制
」が
低
め

●「
企
画
・
評
価
・
改
善
」「
制
度
・
施
策
実
行
」

が
高
め

●「
経
営
理
念
」「
制
度
・
施
策
実
行
」が
高
め

●「
組
織
体
制
」「
企
画
・
評
価
・
改
善
」が
低
め

健康経営の方針がしっかり示されており、取り組みを進

めていく体制も整っています。担当者としてはとても進め

やすい環境だといえるでしょう。

効果的な施策を企画・実行するために、まずは職場の
課題を抽出して改善目標を設定しましょう。課題や目標
設定があいまいなまま、企画を実行に移してしまわない
ように注意。焦らずじっくりと取り組んでいくことが必要
です。

➡効果的な健康施策を企画するためには … P20 ～ 21

経営トップの意思決定が十分でないまま、担当者が主導

して取り組んでいることが多いタイプです。経営トップの

意志が伴わなければ、取り組みを継続できず、企業文

化として根付かせることは難しいでしょう。生産性・企業

イメージの向上といった健康経営のメリットを経営トップ
と共有し、従業員の健康を経営課題として捉えて企業全
体での取り組みにしていきましょう。
➡健康施策を経営マター化するためには … P18 ～ 19

健康経営が経営マターとして取り組まれ、経営層のバッ

クアップもあり、健康施策も多く実施されています。しか

し、健康課題の明確化が十分でないため、施策の目的

があいまいになっていませんか。これでは、経営トップ

の想いが従業員に伝わらず、施策の効果が出にくいの

ではないでしょうか。まず、健康課題を明確にしたうえで、
目的が明確な企画を立てましょう。また、管理職研修や
従業員代表との意見交換などを行い、多くの利害関係者
が健康経営に関われる体制を構築することも重要です。
➡健康課題を明確にするためには … P20
➡必要な体制を整えるためには … P19

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴

1

2

3

タイプ

タイプ

タイプ

森先生 アドバイス

森先生 アドバイス

森先生 アドバイス

P14で記入した診断シートをもとに、あなたの会社がどんなタイプに近いのか
診断してみましょう。ここでは、企業が陥りがちな

6つのタイプについて産業医科大学の森先生が解説・アドバイスします。

「健康経営」を成功させる
タイプ別診断

タイプに
合わせ

て

アドバ
イス！

診断・アドバイス 編

経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

C評価があればB評価へ！

C評価があればB評価へ！

C評価があればB評価へ！

1つでもC評価がある場合は、
それをB評価にすることから

始めましょう。
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仕
組
み
は
整
っ
て
い
る
が
…

や
り
っ
ぱ
な
し
注
意

組
織
置
き
去
り

低かった項目を見直しましょう

●「
組
織
体
制
」「
企
画
・
評
価
・
改
善
」が
高
め

●「
経
営
理
念
」「
制
度
・
施
策
実
行
」が
低
め

●「
組
織
体
制
」「
制
度
・
施
策
実
行
」が
高
め

●「
経
営
理
念
」「
企
画
・
評
価
・
改
善
」が
低
め

●「
経
営
理
念
」「
企
画
・
評
価
・
改
善
」が
高
め

●「
組
織
体
制
」「
制
度
・
施
策
実
行
」が
低
め

自社と同じグラフ・形が似ているグラフのアドバイスを参考にして
ください。診断の結果、すべてが低い評価だった場合は、次ペー

ジからの全アドバイスをよく読んで、特に自社ができていない部分

から改善してみましょう。反対に、すべてA評価だったらあなたの

会社の健康経営は合格です。この調子で取り組んでください。

また、右図の 4パターンのように、１項目だけ下がっている場合は

あと一歩です。次ページからの該当する項目のポイントを参照して、

重点的に取り組みましょう

健康課題把握から評価までの流れはおおむねできてい

ます。それをバックアップする体制づくりも進んでいるも

のの、経営トップや経営層の理解が十分でないためか、

健康施策の数もしくは範囲を拡大していくことができてい

ません。まずは健康施策の成果を経営トップに報告し、
更なる健康施策の展開の必要性について理解を得ること
で、経営トップに具体的に動いてもらうことが重要です。

➡経営トップの役割とは … P18

経営トップの関わりが十分でないものの、必要な組織体

制が整い、健康施策も実施できています。しかし、健康

施策がやりっぱなしになっていませんか。健康課題が改

善されたことが明らかになって、はじめて健康施策の成

果が出たといえますし、更なる改善にもつながります。

現在行っている健康施策がどのような課題の解決につな
がっているか検証してみましょう。自社の課題解決につな
がることがわかれば、経営トップの理解・バックアップ

が得られるはずです。「施策を実行していれば『健康経

営』」と思わないように注意。

➡健康施策の効果を検証するためには … P20 ～ 21

経営トップの意識は高いものの、組織体制の構築が追い

ついていないタイプです。健康経営の基本であるPDCA 

を回すシステムはできても、施策実施が十分に進まず、

ちぐはぐな印象があります。従業員の健康課題に対して、

必要な施策を実行していくために、組織体制を整えるこ
とが重要です。健康保険組合や産業保健スタッフなどの
協力を得て組織体制を整えていきましょう。
➡組織体制づくりのポイントとは … P19

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴

4

5

6

タイプ

タイプ

タイプ

森先生 アドバイス

森先生 アドバイス

森先生 アドバイス

経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

経営理念

A

B

C

組織体制 企画・
評価・改善

制度・
施策実行

「健康経営」を成功させる タイプ別診断

次のページから「経営理念」「組織体制」「企画・評価・改善」「制度・施策実行」
の4項目それぞれについて解説していきます

C評価があればB評価へ！

C評価があればB評価へ！

C評価があればB評価へ！
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自社の健康への取り組みを「健康経営」として成功させ
るために不可欠なのは経営トップの高い意識とそれを
全社に浸透させる努力です。健康経営の方向性を決める
「経営理念」と「方針策定」についてご説明します。タ
イプ別診断で「経営理念」の項目が低かった会社は重
点的に確認してください。

経営理念
のポイント

経営トップの「健康への想い・自らの取り組み」を社内に発信する

健康経営の中で、経営トップの姿勢はきわめて大切です。経営トップが自らの貴重な時間を使って、健康への想い

や姿勢を従業員に伝えることによって、健康への認識が社内に浸透していきます。

■ 健康への想いを伝える例
　・社内報のインタビュー

　・健康経営推進のポスター

■ 健康への姿勢を伝える例
　・経営トップ自らがフィットネスに励んでいる姿を見せる

　・経営トップ自らが禁煙に取り組む

自社の「健康経営の方針や取り組み」を明文化し、社内に発信する

健康経営を成功させるために必要な要素の 1つは「経営トップによる方針の明文化」です。これは「健康経営方針」

や「健康経営宣言」などと呼ばれ、健康経営活動の指針となります。

■ 従業員の健康が企業にとっていかに重要であるか
■ 企業として従業員の健康にどのように取り組むか

「健康経営宣言」には、最低限、上記の 2つの姿勢が示され、それに加えて具体的な重点課題が明示されているこ

とが多いようです。

この宣言は、経営トップ自らが筆を執っても、担当部門による原案に経営トップが推敲を入れて作成しても構いません。

大事なことは、企業文化や経営トップのこだわりを反映した、オリジナリティのある、自社の状況に即した健康経営

宣言を策定することです。

すでに健康経営に取り組んでいる多くの企業がそうであるように、健康経営宣言や組織体制、具体的取り組みなどを

社外に公表することが必要です。

健康経営の取り組みは従業員の成長、健全な企業の成長につながり、それを公表することが企業価値の向上、ステー

クホルダーからの後押しへと結びつきます。

■ 健康経営が企業の成長、継続性に資すること
■ 健康経営が経営理念、事業計画に示す目的などから導かれる体系的な取り組みであること

以上を示すことが効果的な情報公開につながります。

「健康経営の目的や体制、内容、成果」などを社外に公開する

01

1

2

3

P15チェックリスト設問番号
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会社としての方針が定まったら、それを達成するための
組織体制づくりに着手しましょう。これは健康経営を全社
的に浸透させるためにも重要です。タイプ別診断で「組
織体制」の項目が低かった会社は重点的に確認してくだ
さい。

組織体制
のポイント

従業員の健康を経営マター化する

社員の健康を“ 経営課題 ” と捉えて推進するため、経営層の中に健康担当責任者（執行役）を置きます。CHO（Chief 

Health Officer）と呼ぶこともあります。

CHOには従業員の健康状態や活動の成果について経営トップに報告する役割があります。取締役会や経営会議など

でそれを議題として取り上げ、経営マター化しましょう。

労働組合などと協力し、従業員を巻き込む

健康課題を把握するためには、従業員のニーズを把握する必要があります。ニーズは従業員の声を聴く・アンケート

を取ることなどで把握することができます。労働組合などの従業員組織経由で意見をうまく引き出しましょう。

健康保険組合と連携する（コラボヘルス）

企業が健康について考えるとき、健保との協働は避けては通れません。

健保側では「レセプト情報」「特定健康診査の結果」が、企業側では「定期健康診断の結果」「上司部下関係であ

るライン機能」が利用可能ですし、産業医や保健師などの産業保健専門職も在籍していることが多いです。それぞ

れの異なる強みを活かして健康課題を可視化し、取り組みの企画段階から連携することが必要です。

管理職研修を行い、“ライン”によるケアを充実させる

健康経営を推進するためには、管理職（管理監督者）の役割が重要になります。

実際に現場の状況を理解し、従業員を監督している管理職に研修を行い、上司・部下の関係性の中で期待される対

応を行えるようにしましょう。管理職は専門的な知識を有しないため、いつでも相談できる産業保健専門職のルートを

確保しておくことも大切です。

02

6

7

8

54

産業保健の専門人材を活用する

産業保健分野がカバーする企業の課題は、メンタルヘルスや健康増進、化学物質などの有害物管理まで多岐にわた

ります。体系的な最新知識を備えた専門人材を、健康経営の企画段階から中心に据え、個別プログラムの推進、評

価まで参画してもらうことをおすすめします。

109

P15チェックリスト設問番号
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健康施策（プログラム）企画に必要な視点
 誰を対象にしたプログラムなのか
 プログラム実施の目的、期待される成果は何か
 目的と成果を最大限に得られる施策になっているか
 施策を実行する体制は整っているか

 どの程度の費用が必要か
 どのようなスケジュールで進めるか
 プログラム実施後の評価／改善を

　   どのように図るか

1  自社の健康課題を複数の方法から把握・抽出する
どのような健康課題があるか把握するため、病気休業者の統計、健康診断結果やストレスチェックの分析、産業医に

よる面談結果の活用、従業員に対するアンケート調査など複数の方法を使って課題を洗い出します。健康とは、「心

身が健全で、社会活動に意欲的に取り組み、前向きに向上しようと思える状態」のことですので、病気や体調不良

の従業員の割合だけでなく、どのくらい前向きな気持ちで仕事に取り組んでいるかも、重要な要素です。

健康課題を明確にしたうえで健康施策を企画・実施する

健康施策（プログラム）を始めるにあたり、非常に重要
となるのがこの段階です。施策実行後の「評価」を機能
させるためには、施策の「企画」段階から先を見据え、
PDCAを回すことを想定して考えておく必要があります。
タイプ別診断で「企画・評価・改善」の項目が低かった
会社は重点的に確認してください。

企画・評価・改善
のポイント

03

Column

11

2  背景や原因を踏まえて健康課題を明確化する
「肥満の従業員が多い」「野菜摂取量が足りていない」「上司や同僚の支援が低い」「ワークエンゲイジメントの高い

従業員が少ない」といった健康課題が浮き彫りになったら、それが課題となっている背景や原因を探りましょう。肥満

の社員が多いからといって無理に運動を奨励しても、実は残業の多さからくる不規則な食事やストレスに起因してい

れば、まったく見当違いの施策になってしまいます。

3  優先順位（ニーズの強さ）を踏まえ、施策内容を決定する
明確化された課題について、優先順位が高いものから施策を検討し、実行の準備を進めます。その際、課題に対す

る施策の有効性が担保されているか、施策実行の体制が整っているかといった視点で検証することも不可欠です。

「施策は実行したものの、評価方法がわからない」場合、多くは企画段階で評価について見据えていないことが原因

のことが多いようです。その施策を実行する目的に基づき、評価指標や目標をあらかじめ定めておかなければなりま

せん。

評価指標は 1つでなくて構いません。「○○（課題）の従業員数を10％減らす」などの健康課題の改善に向けた指

標、「健康施策への参加率を6割以上にする」「参加者から8割以上の満足を得る」などの施策実施そのものに対し

ての指標が考えられ、それぞれについて具体的な数値目標を設定します（評価指標については、次ページを参考に

してください）。

健康施策に対する具体的な評価指標と目標値を企画段階で定める

P15チェックリスト設問番号
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2  従業員の健康、生活習慣の改善などへの定量的な効果を評価する
健康課題の改善に向けた施策を実施していくうえで、健康経営の目的の主軸でもある「従業員の健康状態に関す

る定量的な評価」が必要になります。

❶ 身体的指標：定期健康診断・特定健康診査結果、問診のデータを用いて把握
 血圧、血中脂質、肥満、血糖値、既往歴、管理不良者率（就業制限を考慮すべきハイリスク者の割合）

❷ 生活習慣指標：問診のデータを用いて把握
 喫煙習慣、飲酒習慣、運動習慣、睡眠・休養、朝食

❸ 心理的指標：職業性簡易ストレス調査票、追加アンケート調査を用いて把握
 主観的健康感（自分で健康だと思うかどうか）、生活満足度、仕事満足度、ストレス

❹ 就業関連指標：ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント・スケールを使用して把握
 仕事への活力、熱意、没頭の状態

3  健康施策全体について医療費や生産性などの経済的効果と結びつけて評価する
健康経営の推進によって従業員の健康状態がよくなれば、経営にとっての利益がもたらされます。たとえば、従

業員の健康状態悪化による生産性低下の防止、医療費負担の低減（適性化）、企業イメージの向上とそれによる

採用活動への効果などが挙げられます。生産性の影響度を評価する指標としては下記があります。

■ アブセンティーイズム：病欠・病気休業の状態
　評価手法…従業員のアンケート調査、欠勤・休職日数、疾病休業者数・日数など
■ プレゼンティーイズム：何らかの疾患や症状を抱えながら出勤し、業務遂行能力や生産性が低下している状態
　評価手法…WHO-HPQ、WLQ、WFun、QQmethod

長期的評価指標を重視する

1  参加者の満足度や参加率・達成率を評価する
参加者からの評価や健康施策の実施状況といった健康施策実施そのものに対する評価があります。

具体的には、セミナーなどの啓蒙プログラムなら「全従業員に対する参加率」「講演の満足度」、禁煙プログラム

なら「喫煙者の参加率」「継続率」、食生活改善プログラムなら「社員食堂で提供された健康メニューの数」「健

康メニューへの満足度」などが考えられるでしょう。企画・実行した施策が、機能しているかを評価するものです。

それぞれの評価指標ごとに一定期間の目標値が設定されていれば、評価とは目標を達成したか、できなかったかと

いった単純な判断になります。そして、目標が達成できなかった場合には、その原因を検討して、施策の改善を図り

ましょう。目標が達成できた場合でも、更に高い目標を立てることを含めて、更なる改善を図りましょう。

このように、PDCAを回すためには、企画段階の評価指標と目標値を明確化することが大変重要です。

健康施策を評価・改善する

Column

健康経営の短期的な取り組みで、従業員の健康課題などを劇的に改善させようとすることは現実的ではあり

ません。また、実施した施策によって効果が表れたのか、その他の要因が影響しているのかを、実践の場で厳

密に測定することは難しいでしょう。健康経営の取り組みによって、企業の経営にどのような好影響を与える

かはある程度長期的に評価していく必要があります。疾病休業者の減少、プレゼンティーイズムの減少、離職

者の減少、顧客満足の向上などです。健康経営の長期的アウトカムとしては、株価の伸び率、経常利益の伸び、

新規事業の創設数などが考えられますが、健康経営との明確な因果関係を見出すことは容易ではないでしょう。

16151413
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2つのタイプの健康施策を実施する

リスクマネジメント型プログラムは、病気を予防するために、病気のリスクを評価して低減するためのさまざまな取り

組みであり、その対象となる病気は、職業性疾患、作業関連疾患、生活習慣病などさまざまなものが含まれます。一方、

支援・増進型プログラムは、健康状態に関わらず、より生産性の高い働き方ができるように、健康面や職場環境面

から支援するための取り組みであり、治療と職業生活の両立支援、プレゼンティーイズム対策、ポジティブヘルスア

プローチ、職場環境の改善などが含まれます。

健康施策の浸透度を向上させる

健康経営は、全社的に理解され、広く浸透することを目指さなければなりません。健康施策の以下の項目について確

認・改善しましょう。

■ 対象となる事業所範囲（本社のみ、一部の事業所のみ、すべての国内事業所、海外事業所にまで展開）
■ 対象となる従業員の範囲（正社員、非正社員、派遣社員、従業員の家族など）
■ 対象となる従業員の割合　　■ 参加する従業員の割合

健康施策が無為に終わってしまわないよう、施策実行の
前提条件や施策の考え方を理解しておくことが大切です。
実際に行われるべき健康施策は企業によって異なります
ので、自社の状況に即した健康施策を実行していきましょ
う。タイプ別診断で「制度・施策実行」の項目が低かっ
た会社は重点的に確認してください。

制度・施策実行
のポイント

04

健康経営の基本となる施策を整える

「産業保健」と健康経営、何が違う？

Column

健康経営としてさまざまな健康施策が実施されますが、どの企業においても、すべての従業員の健康状態

が評価され、その結果に基づいて適切な行動がとられるように指導することが基本となります。以下の施策

が整っているかをあらためて確認しましょう。

❶ 定期健康診断の受診率を100％とするための施策
❷ がん検診や婦人科検診などの任意検診の受診率向上のための施策
❸ 健診の結果、治療や精密検査が必要と判定された場合、医療機関への通院・治療を促す施策
❹ ストレスチェックの結果による面接指導
❺ ストレスチェックの結果を用いた職場環境の改善のための施策

産業保健の基本的な目的は「作業（仕事）を人に、また、人をその仕事に適合させること」です。産業保健

領域で行われることは、労働者の健康増進や環境整備など、企業の生産性を担っている従業員の支援です。

健康経営の定義は「従業員の健康に配慮した企業を戦略的に創造することによって、組織の健康と健全な経

営を維持していくこと」（健康経営研究会）ですから、健康経営と産業保健は同意義、もしくは健康経営の主

軸に産業保健活動があるという捉え方ができます。

191817
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宣言の周知・目標設定 評価・結果

評価・結果

「社員健康宣言」の中で『目指そう喫煙率0%』を掲げる

宣言の周知
「社員健康宣言」の中で「社員が健康で安心して働くこ

とができる環境づくり」を明言

目標設定
❶ 離職者を出さない　❷ がんを正しく理解する

❸ 長い目で考える　❹ 風通しのよい社内風土を醸成する

■ 2年9カ月で喫煙率0％を達成（定期的に観測）
■ 非喫煙者・喫煙者へのアンケート調査を実施

■ がんに罹患したことに伴う離職者なし
■ この施策が心の支えや安心感につながり、同僚

社員（患者の周りの社員）の大きな活力になっ

た

■ 禁煙に取り組む意義を経営トップが明確に発信
した

■ 組織全体で取り組むことで、いずれ禁煙しようと
思っていた人の行動変容と持続性につながった

■ 他の社員の成功例を聞き代理体験することにより、
「自分にもできそうだ、やれる」という気持ち（自
己効力感）が高まった

■ 会社および上司からの理解（休暇取得・治療へ
の理解）があった

■ 同僚社員の理解と応援があった
■ 「会社が雇用を最大限守ってくれる」と思える制
度づくりができた

成功の要因

成功の要因

施策実施前の状況
■ 健康支援事業を展開する企業であるにもかかわらず、

高い喫煙率であった。
■ 喫煙率 25%（男性44%・女性10%）

施策実施前の状況
■ 治療で有給休暇をすべて消化してしまった場合は欠勤

になるなど、仕事との両立が難しい状況にあった。

施策内容
❶ 社員健康宣言、社員健康促進制度を制定・明文化

❷ タバコによる健康被害と生産性への影響の啓蒙（毎月）

❸ 喫煙場所の撤去

❹ 禁煙外来の利用を促進（自己負担額一部補助）

❺ 非喫煙者にも健康促進手当を支給（毎月）

❻ 禁煙成功者に健康促進祝金（6カ月経過後、朝礼表彰・

体験談発表）

❼ 全体および部門ごとの喫煙率の推移を随時開示

施策内容
❶ 治療休暇制度（毎月2日まで、半日単位の取得も可。

有給休暇扱い）

❷ 時差出勤、職場の配置転換

❸ 治療方法に関する情報提供

❹ 病気の予防、早期発見、重症化予防の推進（任意が

ん検診の費用を全額会社負担）

❺ メンタルヘルス対策（電話相談、面談カウンセリング）

❻ 就労相談窓口の設置

健康施策の例（ティーペック株式会社の取り組み事例）

禁煙の取り組み

がん治療と仕事の両立への取り組み
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現
在
、
私
は
国
内
オ
リ
ン
パ
ス
グ
ル
ー

プ
全
体
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
統
括
す
る

オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社
・
人
事
部
の
健

康
・
安
全
衛
生
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
機
能
は
10
年
ほ
ど

前
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
本
格
的
に
社

員
の
健
康
施
策
に
取
り
組
む
体
制
が
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
社
で
は
医
療
事
業
に
深
く
関

わ
っ
て
き
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
従
業
員
の
〝
健
康
〞
に
対

す
る
意
識
も
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
施

策
を
展
開
す
る
う
え
で
、
関
係
者
の
理
解

も
得
や
す
い
、
と
い
う
こ
と
が
ベ
ー
ス
に

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
昨
年
に
続
き
、
ホ
ワ
イ
ト
５
０

０
を
取
得
し
ま
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
慌

て
て
何
か
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
基

本
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

当
社
の
健
康
施
策
が
う
ま
く
い
っ
て
い

”
る
背
景
の
一
つ
に
、
産
業
医
を
中
心
と
し

た
医
療
職
体
制
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
専

属
産
業
医
は
オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社
に
７

名
在
籍
し
て
お
り
、
全
員
が
社
員
と
し
て

の
雇
用
形
態
で
す
。
ま
た
、
保
健
師
・
看

護
師
も
国
内
関
係
会
社
の
所
属
を
含
み
、

25
名
ほ
ど
在
籍
し
て
い
ま
す
。
一
部
を
除

き
、
全
員
が
正
社
員
雇
用
で
す
。

保
健
師
・
看
護
師
は
、
以
前
は
、
契
約

社
員
と
し
て
の
雇
用
形
態
が
一
般
的
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
当
社
で
は
２
年
前
に

正
社
員
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

医
療
職
の
正
社
員
化
を
図
っ
た
の
は
、

契
約
社
員
と
し
て
定
め
ら
れ
た
仕
事
の
範

囲
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
企
業
の
一
員

と
し
て
積
極
的
に
職
場
の
健
康
づ
く
り
に

関
わ
り
、
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待

し
て
の
こ
と
で
す
。

日
頃
か
ら
保
健
指
導
や
面
談
な
ど
で
社

員
と
接
す
る
産
業
医
や
保
健
師
は
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
領
域
を
含
め
て
健

康
に
関
す
る
課
題
や
問
題
点
を
把
握
で
き

る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
医
療
職

と
私
た
ち
人
事
・
労
務
の
担
当
者
が
連
携

で
き
る
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
、
健

康
施
策
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
す
一
番
の
基
盤
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
健
康
保
険
組
合
と
の
連

携
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
推
進
す
る
「
コ

ラ
ボ
ヘ
ル
ス
」（
企
業
と
健
康
保
険
組
合

が
一
体
と
な
っ
て
健
康
施
策
を
進
め
て
い

く
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
当

社
の
場
合
は
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
が
提
唱
さ
れ

る
以
前
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
体
制
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。
健
康
保
険
組
合
の
ス
タ
ッ

フ
は
全
員
が
オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社
か
ら

の
出
向
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
社

医療機器を扱う企業として
社員の健康を第一に考える姿勢で

取り組んでいます

事 例
ホワイト500認定企業

オリンパス株式会社
健康経営優良法人（ホワイト500）2017・2018認定

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
蓄
積
が

「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」認
定
に

つ
な
が
っ
た

産
業
医
を
社
員
と
し
て
雇
用

健
保
と
の
連
携
も
密
に
行
う
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徴
で
す
。

た
だ
、
受
診
率
と
い
う
こ
と
で
は
、
特

に
婦
人
科
検
診
に
お
い
て
、
地
方
の
工
場

勤
務
の
女
性
を
中
心
に
低
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
受
診
率
向
上
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、

２
０
１
７
年
に
青
森
と
会
津
の
工
場
で
、

が
ん
を
経
験
し
た
著
名
人
に
ご
自
身
の
乳

が
ん
治
療
の
経
験
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ

く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
う
し

た
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
こ
と
で
、
会
社

が
従
業
員
の
健
康
を
第
一
に
考
え
て
い
る

と
示
す
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
通
院
・
治
療
が
必
要
な
社

員
の
サ
ポ
ー
ト
や
当
社
ポ
ー
タ
ル
・
ナ
ビ

で
の
情
報
共
有
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

健
康
経
営
に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
施
策
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
内

容
の
充
実
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
な
り
の

レ
ベ
ル
に
達
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
社
員
が
健
康
に
目
を
向

け
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

過
去
に
行
っ
た
「
健
康
経
営
度
調
査
」

で
は
、
経
営
の
関
与
が
弱
い
点
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
度
に
は

に
お
い
て
は
、
健
康
保
険
組
合
は
プ
ロ
パ

ー
の
事
務
員
を
お
く
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
の
体
制
は
特
徴
的
だ
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
健
康

保
険
組
合
と
会
社
側
の
良
好
な
関
係
構
築

に
も
寄
与
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
健
康
施
策
と
し
て
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
に
、
が
ん
検
診
の
受
診
促
進

が
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
パ
ス
と
い
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
な
ど
の
映
像
機
器
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

ま
す
が
、
内
視
鏡
な
ど
の
医
療
機
器
も
主

力
分
野
で
す
。
こ
の
背
景
も
あ
っ
て
、
当

社
で
は
、
一
定
の
年
齢
条
件
を
満
た
し
た

従
業
員
に
は
当
社
の
内
視
鏡
に
よ
る
胃
や

大
腸
の
検
査
が
全
額
健
保
負
担
で
受
診
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
拠
点
が
分
散
し
て
お
り
、
営
業

拠
点
と
な
る
と
人
数
規
模
が
少
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
各
地
で
内
視
鏡
検
査

も
受
診
で
き
る
医
療
機
関
と
契
約
し
、
ど

こ
に
勤
務
し
て
い
て
も
同
じ
内
容
で
健
康

診
断
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
確
保

し
て
い
ま
す
。
従
業
員
だ
け
で
な
く
、
配

偶
者
（
被
扶
養
者
）
も
同
様
の
条
件
で
が

ん
検
診
を
受
診
で
き
る
こ
と
も
当
社
の
特

「
健
康
宣
言
」
を
実
施
し
、
健
康
経
営
を

本
格
的
に
推
し
進
め
、
将
来
的
に
「
健
康

経
営
銘
柄
」
の
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
禁
煙
へ
の
取
り
組
み
や
が
ん
検

診
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
、
重
症
化
予
防

対
策
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
よ
り
深
く
進

め
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
健
康
課
題
に
対

す
る
指
標
を
設
定
し
て
の
目
標
管
理
、
評

価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
や
る
べ
き
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

社
員
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
健
康
に
つ

い
て
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
仕
組

み
を
強
化
し
、
よ
り
長
く
、
健
康
的
に
働

い
て
も
ら
え
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
企
業

の
務
め
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
を
健
保
負
担
で
実
施

啓
発
活
動
に
も
尽
力

今
後
の
課
題
は

「
健
康
宣
言
」制
定
と

管
理
・
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

オリンパス株式会社
〒163-0914　東京都新宿区西新宿2-3-1

事業内容

精密機械器具の製造販売

従業員数

連結 34,687名
（2017年3月31日現在）

企  

業  

情  

報

人事本部 人事部
健康・安全衛生グループ
健康支援チーム 課長

大橋宏樹さん
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む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

曽
野
さ
ん　

私
は
当
社
で
保
健
師
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
当
社
に
は

産
業
医
も
お
り
ま
す
が
、
社
員
の
健
康
管

理
業
務
に
は
煩
雑
な
事
務
作
業
も
発
生
し

ま
す
の
で
、
産
業
医
と
連
携
し
て
、
社
員

か
ら
の
健
康
相
談
に
乗
る
な
ど
、
切
れ
目

の
な
い
健
康
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

酒
井
さ
ん　

長
時
間
残
業
に
つ
い
て
は
、

こ
こ
数
年
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
正
確
な
勤
務
時
間
の
把
握
が
必

要
だ
と
し
て
、
社
員
か
ら
の
勤
務
時
間
申

請
と
合
わ
せ
、
パ
ソ
コ
ン
の
オ
ン
オ
フ
の

記
録
（
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
）
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

ま
す
。
申
請
さ
れ
た
時
間
と
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
に

一
定
時
間
以
上
の
乖
離
が
あ
れ
ば
、
そ
の

理
由
も
申
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

付
随
し
て
、
全
社
員
を
対
象
と
し
た
タ
イ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
や
管
理
職
研
修
で

の
啓
蒙
等
を
実
施
し
て
お
り
、
一
定
の
効

果
が
出
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

曽
野
さ
ん　

非
管
理
職
の
残
業
時
間
管
理

に
つ
い
て
は
「
36
協
定
」
で
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
管
理
対
象
外
で
あ
る
管
理
職

の
長
時
間
残
業
に
お
い
て
も
、
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
当
社
で

は
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
管
理

職
の
労
働
時
間
も
管
理
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
の
で
す
。
ま
た
、
臨
時
的
な
措
置
で

あ
る
「
36
協
定
」
の
特
別
条
項
に
つ
い
て

も
、
事
前
に
業
務
の
調
整
を
図
り
、
そ
れ

で
も
軽
減
が
難
し
い
場
合
に
限
り
、
最
終

的
な
手
段
と
し
て
特
別
条
項
を
前
月
ま
で

に
申
請
す
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
定
め
て
い

ま
す
。

曽
野
さ
ん　

当
社
は
海
外
駐
在
員
が
多
い

の
で
、
健
康
診
断
は
一
時
帰
国
時
あ
る
い

は
現
地
で
受
診
す
る
よ
う
勧
奨
を
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
受
診
率
が
低

く
な
り
が
ち
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
保
健
師
と
し
て
海
外
赴
任

者
一
人
ひ
と
り
と
メ
ー
ル
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
ご
家
族
の
様
子
や
赴

任
先
で
困
っ
た
こ
と
が
な
い
か
等
を
伺
う

よ
う
に
し
ま
し
た
。
個
人
と
の
関
わ
り
を

酒
井
さ
ん　

当
社
は
２
０
０
３
年
に
三
菱

商
事
と
日
商
岩
井
（
現
在
の
双
日
）
の
鉄

鋼
製
品
部
門
が
独
立
・
統
合
し
て
設
立
さ

れ
た
会
社
で
す
。
当
時
、
鉄
鋼
業
界
は
不

況
に
陥
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
中
国
に
よ

る
資
源
等
の
大
量
利
用
、
い
わ
ゆ
る
「
爆

食
」
が
始
ま
る
と
鉄
の
需
要
が
急
増
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
当
社
の
業
績
は
急
成
長
、

一
方
で
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
い
う
問
題
に

直
面
し
ま
し
た
。
残
業
時
間
も
増
加
傾
向

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

お
よ
び
長
時
間
残
業
へ
の
対
策
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
保
健

師
等
の
専
門
家
と
外
部
機
関
へ
の
相
談
を

活
用
し
、
健
康
施
策
に
意
識
的
に
取
り
組

長
時
間
残
業
を
課
題
に
見
据
え

働
き
方
の
改
善
を
最
優
先
に

健
康
診
断
受
診
率
向
上
を
目
指
し

海
外
赴
任
者
の
ケ
ア
を

“ ”社員一人ひとりの顔を見ながら
課題を見つけ、健康に働けるよう

取り組んでいます
株式会社メタルワン

健康経営優良法人（ホワイト500）2018認定

事 例
ホワイト500認定企業
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基
本
的
に
は
個
人
の
健
康
が
積
み
重
な
っ

て
い
く
も
の
で
す
。
私
と
し
て
は
、
集
団

管
理
の
視
点
を
保
つ
一
方
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
非
常
に
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
９
時
か
ら
５
時
の
定

時
の
間
だ
け
事
務
的
に
対
応
す
る
の
で
は

な
く
、〝
保
健
室
の
お
ば
ち
ゃ
ん
〞
的
な

存
在
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。
廊
下
な
ど
で
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も

増
え
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
健
康
に
関
す
る
事
柄
は
個

人
情
報
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
必
ず
本
人
の
同
意
を
取
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

酒
井
さ
ん　

人
と
の
つ
な
が
り
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
な
の
は
、
会
社
の

規
模
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
当
社
の
社
員
数
は
約
１
1
０
０

人
で
、
全
社
員
の
名
前
と
顔
が
覚
え
ら
れ

る
規
模
で
す
。
こ
れ
以
上
の
規
模
に
な
る

と
社
員
の
顔
を
見
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
系
か
ら
俳
句
な
ど
の
文

化
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
社
内
S
N
S
で
交
流

す
る
取
り
組
み
も
開
始
し
ま
し
た
。
健
康

大
切
に
し
た
結
果
、
受
診
と
健
康
相
談
の

報
告
件
数
が
増
え
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
赴
任
者
は
平
均
年
齢
が
高
い
た
め
、

有
所
見
の
方
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
職
員

の
仕
事
や
生
活
の
状
況
を
把
握
し
、
外
部

委
託
機
関
を
通
じ
て
二
次
検
診
な
ど
を
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
個
別
に
フ

ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

酒
井
さ
ん　

海
外
で
の
健
康
リ
ス
ク
に
対

し
て
は
緊
急
対
応
が
難
し
い
場
合
も
あ
る

の
で
、
日
頃
か
ら
健
康
面
に
つ
い
て
は
ケ

ア
を
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

渡
航
先
で
の
日
本
語
で
受
診
で
き
る
医
療

機
関
や
医
療
水
準
の
高
い
病
院
を
紹
介
し

て
く
れ
る
ア
シ
ス
タ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
加

入
し
、
駐
在
員
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
も

日
々
の
健
康
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

酒
井
さ
ん　

実
は
、
２
０
１
７
年
の
申
請

で
は
、「
ホ
ワ
イ
ト
５
０
０
」
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
度
目

の
申
請
と
な
る
今
回
は
、
健
康
関
連
の
施

策
を
一
つ
ひ
と
つ
見
直
し
、
質
問
票
の
項

目
を
深
掘
り
し
な
が
ら
改
善
し
た
こ
と
で

認
定
取
得
と
な
り
ま
し
た
。

曽
野
さ
ん　
「
健
康
経
営
」
と
い
っ
て
も
、

経
営
に
取
り
組
む
前
か
ら
社
員
が
業
務
外

の
活
動
を
通
し
て
つ
な
が
る
企
業
文
化
が

あ
り
、
そ
の
文
化
が
健
康
経
営
に
も
よ
い

影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

組
織
を
作
る
う
え
で
管
理
職
と
非
管
理

職
、
あ
る
い
は
同
僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
な
い
と
、
仕
事
を
効
率
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
本
社
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
段
階
で
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
連
結
経
営

の
一
環
と
し
て
関
係
会
社
に
も
広
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
個
人
個
人
が

元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
働
き
方
が
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
我
々
も
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。

企
業
内
の
つ
な
が
り
を
通
し

個
人
の
顔
を
見
て
施
策
を
進
め
る

人事部人事企画ユニット

酒井祐典さん
人事部人事企画ユニット 保健師

曽野幸子さん

株式会社メタルワン
〒100-7032　東京都千代田区丸の内2-7-2

事業内容
鉄鋼総合商社

従業員数
単体　1,134名
（2018年4月1日現在）
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失
わ
れ
る
の
は
明
白
で
す
。

そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ

て
、
国
民
の
健
康
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
に
誰
が

投
資
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
浮
上
し
て
き
た
の
が
、

企
業
が
従
業
員
の
健
康
の

た
め
に
投
資
を
行
う
「
健

康
経
営
」
と
い
う
枠
組
み

で
す
。

た
だ
、
企
業
に
と
っ
て
投
資
を
行
う
に

は
、
何
ら
か
の
見
返
り
が
な
け
れ
ば
な
か

な
か
実
践
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。
従
業

員
が
健
康
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
経
営
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
を
本
質
的
に

理
解
し
、
実
感
し
て
い
る
経
営
陣
は
少
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
、
健
康
経
営
に
積
極
的
な
企
業

は
優
良
企
業
が
多
く
、
将
来
的
に
も
成
長

す
る
企
業
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

本
ば
か
り
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
で
も
同

様
で
、
株
価
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
企

業
の
担
当
者
か
ら
、「
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
ら
よ
い
か
」
と
い
っ

た
相
談
を
受
け
ま
す
が
、
い
つ
も
「
企
業

内
の
健
康
課
題
を
解
決
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
健
康
課
題
は
、
職
場
や
職
種
、
年
代

や
性
別
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
当
初

は
そ
の
職
場
の
共
通
課
題
へ
の
取
り
組
み

か
ら
始
め
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

最
終
的
に
は
個
人
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、

そ
の
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
し
た

り
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
い
っ

た
こ
と
は
一
つ
の
理
想
形
で
す
。

ま
た
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
成
果
が

見
え
な
い
」「
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

評
価
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も

計
画
段
階
で
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評

価
す
る
仕
組
み
を
用
意
し
て
い
な
い
こ
と

に
起
因
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
施
策
を
導
入
す
る
と
き
、
い

っ
た
い
ど
ん
な
課
題
を
改
善
し
た
い
の
か
、

ど
の
よ
う
な
成
果
が
出
れ
ば
成
功
な
の
か

従
業
員
の
健
康
を
守
る
こ
と
が

経
営
の
プ
ラ
ス
に
な
る

課
題
の
明
確
化
と

数
値
に
よ
る
評
価
の
仕
組
み

日
本
で
は
従
業
員
の
健
康
診
断
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
ま
た
自
治
体
や
健
康
保
険
組

合
に
よ
る
が
ん
検
診
も
実
施
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

は
比
較
的
充
実
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
こ
れ
ら
は
法
律
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
受
動
的
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と

も
い
え
ま
す
。
一
方
、
健
康
経
営
は
企
業

の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
任
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
日
本
は
高
齢
化
が
進
み
、
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め

に
は
働
き
手
の
健
康
を
守
り
、
長
く
働
け

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
日
本
の
活
力
が

森晃爾先生に聞く「健康経営」成功の

課題設定と
継続的な評価改善が
「健康経営」の
成功につながります
「健康経営銘柄」「ホワイト500」に認定される法人が着々と増え、
盛り上がりを見せる「健康経営」の取り組み。
今後の企業経営を考えるうえで、
避けては通れないテーマとなりそうです。
ここでは、「健康経営」を成功させる鍵や今後の展望について、
産業医科大学教授の森晃爾先生にお話を伺いました。

28



が
不
明
確
な
ま
ま
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
切

な
こ
と
は
、
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

目
標
値
を
定
め
、
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
、
そ
の
数
値
に
基
づ
い
て
評
価

改
善
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
肥
満
の
人
が
多
い
と
か
、

野
菜
の
摂
取
量
が
少
な
い
と
い
っ
た
課
題

を
数
値
で
明
確
に
し
て
、
施
策
の
後
で
肥

満
率
や
野
菜
摂
取
量
が
ど
う
変
化
し
た
か

を
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
そ
の
う
え

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
仕
事
の
効

率
が
上
が
っ
た
、
従
業
員
満
足
が
高
ま
っ

た
な
ど
、
健
康
面
以
外
の
副
次
的
な
効
果

が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
プ
ラ

ス
ア
ル
フ
ァ
の
効
果
も
、
健
康
経
営
の
重

要
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

健
康
経
営
銘
柄
や
健
康
経
営
優
良
法
人

「
ホ
ワ
イ
ト
5
0
0
」
の
認
定
を
現
在
取

得
し
て
い
る
企
業
は
、
健
康
経
営
が
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
企
業

は
も
と
も
と
従
業
員
の
力
を
最
大
限
に
活

用
す
る
た
め
に
、
社
員
教
育
や
従
業
員
の

健
康
管
理
に
努
め
て
き
た
企
業
な
の
で
す
。

ブ
ー
ム
だ
か
ら
、
あ
る
い
は
健
康
経
営

に
取
り
組
ま
な
い
と
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
レ

ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
か
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
企

業
に
な
れ
ば
よ
い
人
材
を
採
用
で
き
る
か

ら
と
い
う
単
純
な
動
機
で
取
り
組
ん
で
も

健
康
経
営
は
長
続
き
し
な
い
と
思
う
の
で

す
。あ

ら
た
め
て
健
康
経
営
の
原
点
に
立
ち

戻
る
と
、
や
は
り
人
材
こ
そ
が
企
業
の
競

争
力
を
高
め
、
持
続
的
成
長
を
も
た
ら
す

リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
せ
っ
か
く
よ
い

人
材
を
採
用
し
て
も
、
そ
の
人
が
会
社
を

で
、
そ
の
成
否
で
、
次
に
ど
の
よ
う
な
改

善
を
図
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
結
び
付

け
る
の
で
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
付
随
的
な
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、

「
昼
休
み
に
皆
で
体
操
を
し
て
健
康
増
進

を
図
る
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
自
分

の
机
の
前
で
体
操
を
し
た
場
合
と
、
ホ
ー

ル
に
集
ま
っ
て
体
操
を
し
た
場
合
で
は
、

後
者
の
ほ
う
が
部
署
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

辞
め
て
し
ま
っ
た
り
、
健
康
を
害
し
て
し

ま
え
ば
能
力
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
人
材
採
用
や
教
育
研
修
に
費
用
を
投

資
す
る
の
と
同
様
に
、
従
業
員
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

健
康
づ
く
り
に
も
投
資
し
て
競
争
力
を
維

持
し
て
い
く
と
い
う
発
想
が
あ
れ
ば
、
健

康
経
営
は
長
く
続
く
は
ず
で
す
。

「
健
康
で
あ
る
」
と
は
、
単
に
病
気
で
な

い
と
い
う
こ
と
と
は
異
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
人
が
健
康
で
あ
る
こ
と
に
は
、
意

欲
を
も
っ
て
働
け
る
、
多
く
の
人
と
関
わ

れ
る
、
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で

き
る
と
い
っ
た
、
体
と
心
の
両
面
に
お
い

て
充
実
し
た
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
が
含

ま
れ
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
象

徴
さ
れ
る
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
に
お

い
て
は
、
変
化
に
適
応
す
る
力
、
常
に
学

び
続
け
て
新
た
な
世
界
に
挑
戦
す
る
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
た
と
え
ば
病
気
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
い
き
い
き
と
働
け
る
、
社
会
の

変
化
に
適
応
で
き
る
と
い
う
視
点
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
そ
の
よ
う
な
視

点
に
立
ち
、
各
企
業
に
と
っ
て
必
要
な
課

題
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

「
健
康
経
営
」
を
成
功
さ
せ
る
鍵
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

企
業
の
持
続
的
成
長
に
は

「
健
康
」な
人
材
が
不
可
欠

I n t e r v i e w
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用 解語 説

ワークライフバランス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P15

仕事と生活（プライベート）の双方の調和のこと。

内閣府では「誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、仕

事上の責任を果たす一方で、子育て・介護の時間や、家庭、

地域、自己啓発等にかかる個人の時間を持てる健康で豊かな

生活ができること」を目指し、取り組みを進めている。

生活習慣病・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P15、P22

糖尿病・脂質異常症・高血圧・腎臓病・高尿酸血症といった、

食生活や運動、喫煙、飲酒といった生活習慣が要因となって

起こりやすい疾病の総称。ほかに、有害物質やストレスによ

る外的要因、遺伝・体質的要因も影響するといわれる。

ステークホルダー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P18

企業経営においては、その企業の経営活動に直接・間接的に

利害が生じる関係者（利害関係者）のこと。具体的には消費者

（顧客）、従業員、株主、取引先、地域社会、行政機関など。

CHO（Chief Health Officer） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P19

財務の責任者をCFO（Chief Financial Officer）、情報システ

ムの責任者をCIO（Chief Information Officer）と呼ぶように、

健康に関する責任者（健康経営責任者）がこう呼ばれること

がある。なお、CHOは経営層の中に置かれる必要がある。

コラボヘルス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P19、24

企業と健康保険組合が適切な役割分担をしながら積極的に

連携・協働し、社員とその家族の疾病予防・健康づくりを効率

的・効果的に実行すること。

ワークエンゲイジメント ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P20

社員の精神的な健康を測る指標の1つで、仕事に対して「活力」

（積極性をもって取り組むこと）、「熱意」（誇りややりがいを

感じること）、「没頭」（夢中になり集中して取り組むこと）が揃っ

た、充実した心理状態を指す。オランダ・ユトレヒト大学のシャ

ウフェリ教授（Willar B Schaufeli）によって提唱された概念。

ユトレヒト・ワーク・
エンゲイジメント・スケール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P21

ワークエンゲイジメントを測定する尺度として最も使用されて

いる評価方法。UWES。

設問は17項目（簡略版は9項目）で、5段階スケールなどで回

答する。

アブセンティーイズム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P21

健康面の問題による欠勤や遅刻・早退などで仕事ができない

状態のこと。

プレゼンティーイズム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P21、22

従業員が出社しているプレゼンスの状態であるにも関わらず、

体調不良や症状によって、本来発揮されるべき能力がうまく発

揮できない状態のこと。

職業性疾患・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P22

俗に「職業病」ともいわれ、特定の職業・業務に従事する人

がかかる、もしくはかかりやすい疾病のこと。作業環境におけ

る有害化学物質、騒音、高温、振動、放射能などの要因による

健康被害が挙げられる。労働基準法上では「業務上疾病」。

作業関連疾患・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P22

作業環境と関連のある因子が疾患の発症や経過に寄与する

ような疾患の総称。一般人口にも発生する循環器疾患、脳血

管疾患、ストレス関連疾患などが含まれる。

ポジティブヘルスアプローチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　P22

疾病や健康課題を前提とせず、社員の現在の健康状態をより

高め、さらなる生産性の向上を期待する対策のこと。
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産業医科大学 産業生態科学研究所 産業保健経営学 教授

森 晃爾
1986年産業医科大学※医学部卒業、90年～92年大手労働衛生機関

で、92年～11年には外資系石油会社において、13年間の産業医活動

を実践した後、03年から産業医科大学産業医実務研修センター所長

として多くの産業医を育成してきた。その間、05年～10年同大副学長。

12年から現職として、健康経営の研究・実践、マネジメントシステムを

用いたグローバルな労働安全衛生の展開モデルの構築などを行って

いる。

現在、日本産業衛生学会副理事長、日本労働安全衛生コンサルタント

会副会長。また、厚生労働省や経済産業省のさまざまな委員会に参画

しており、特に、健康経営に関しては、次世代ヘルスケア産業協議会

委員、同健康投資ワーキンググループ主査、健康経営度調査事業基

準検討委員会座長等として、健康経営の推進に尽力している。最近の

書籍に「成果の上がる健康経営の進め方（労働調査会）」がある。

※産業医科大学は、産業医学の振興や資質の高い産業医等の養成を目的として1978年に設立され

た医科大学で、これまで多くの産業医や産業保健スタッフが輩出しており、日本の産業保健をリード

している。

ティーペック株式会社
当社は、24時間電話健康相談、医師手配紹介事業、メンタルカウンセリング等をはじめとした健康経営支援サービスを

提供しております。

世界に先駆けて超高齢社会を迎えている日本、その社会基盤を支える医療制度が大きく変容する現代社会において、

時流の変化を的確に捉え、ニーズ動向に合わせた健康・医療分野でのサービスを開発しております。

ビジョン
日本の新しい健康インフラになる

ミッション
「健康と医療に関する問題解決」を通じて、

人々の幸せとよりよい社会づくりに貢献する。

健康経営を支援する各種サービス
■ T-PECストレスチェック
■ メンタルヘルス研修サービス
■ からだの健康チェック
■ 集団禁煙プログラム
■ 四大疾病ヘルスケア・サポートサービス
■ がん治療と仕事の両立支援サービス

監修

企画・発行

設立年月日  1989年6月15日
事 業 内 容  電話による健康相談ほか、
 医療関連サービス及びＥＡＰ関連サービス

代　表　者  代表取締役社長 砂原 健市
本社所在地  〒110-0005 東京都台東区上野
 5丁目6番１0号 HF上野ビルディング

支　　　店  新宿、品川、名古屋、大阪
 メディカルコールセンター ：

 5拠点 （上野・新宿・品川・大阪・名古屋）

従業員スタッフ  234名（2017年7月現在）
相談スタッフ 432名（2017年7月現在）

会社概要
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